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簡単な文章の内容はほぼ理解できる。
かな(カナ)は、ほぼ読めるが拗音や促
音を書けない時がある。漢字は２年生
程度までの漢字は読めるが、書ける漢
字は少ない。

学年相当の計算ができる。一人では、
文章題の題意が読みとれない時があ
る。定規の使い方が分からない。

板書を視写するのに時間がかかる。まと
まりとして写すことができないので、内
容がわからない時がある。

ちょっとしたことで、友だちをたたい
たりつねったりして、よくトラブルをお
こしてしまう。

給食：野菜類を全く食べようとせず、立
ち歩くことがある。

掃除：友だちといっしょに掃除すること
が難しい。

どこを写していいのかマグネットなどで印を付けた
り、書き終わってから説明した内容を個別に伝えたり
する。小黒板に連絡帳の枠を張り、それと同じ様式の
連絡帳に視写させる。

休み時間には、できるだけ本児とかかわりを持ち、友だ
ちの誘い方や遊び方など良い手本を見せる。少しでも良
い行動がみられれば、みんなの前でほめる。友だちとけ
んかをしたり、トラブルを起こしたりしたら、叱る前に
本人の思いを十分に聞き、どこが悪かったのかを考えさ
せる。

盛りつける時に本人に食べる量を確認する。食べること
ができれば、学校や家庭でもほめる。好きなものをお代
わりする時には、嫌いなものを食べ終わってからという
ルールや食事中、用事がない時は立ち歩かないというル
ールを学級全体で確認しておく。
担当場所や自分の仕事を表などでいっしょに確認する。
掃除の手順を絵カードなどで示す。

野菜を少量でも食べようとする
態度がみられる。給食中は、立
ち歩かない。

分担された場所の仕事を最後ま
でする。

休み時間に友だちと仲良く遊
ぶ。

速さよりもまず正確に視写する
態度を身に付ける。

特殊音節や漢字の読み書きの力
を付ける。

文章題に取り組む。
定規の扱い方に慣れる。

ひらがな及びカタカナの５０音表などを使用し、文字
をすばやく想起できるようにしておく。また、覚えにく
い文字や音節を整理する。漢字指導は、部分に分けるな
ど形としてとらえる学習や視知覚トレーニングなどを行
う。読み教材には振り仮名をふるなど読みに負担をかけ
ないような配慮も必要である。

文章題は、簡単な表現に直し、具体物や図などを使
って問題文の内容を理解できるようにする。目盛りの
見やすいものさしを使用し、定規などの教具の使用練
習を行う時間を確保する。

ひらがな、カタカナの基
本的な音節（清音･濁音･半
濁音）の読み書きが ％100
できる。

簡単な文章題を読んだりし
て、題意をつかもうとする
気持ちをもつ。ものさしで
２～３点間を線で結べる。

嫌いな物も食べようとする
態度がみられる。立ち歩く
回数は、３回までとする。

友だちや先生の言葉かけで
仕事に移る。掃除の手順を
理解する。

連絡帳の内容を正しく書け
る。

いっしょに遊びたい時など
の言い方を知る。
先生といっしょに順番を待
てる。

絵は苦手だが、人や物の絵を少しずつ描
くようになってきた。のりやはさみの使
い方は苦手。

苦手意識をもちながらも、好き
な物の絵を描く。のりやはさみ
の使い方に慣れる。

色を塗る道具については、絵の具だけではなく、色鉛
筆やマーカーを使用しても良い。のりは、スティック
のりを使用する。細かい指示はあまりしない。

友だち、先生といっしょに
楽しく描ける。のりしろを
意識してのりを塗れる。

社会科の地図、図、グラフなどの内容を
読みとることが難しい。

地図等を読み取る際、細かい
所まで注意を集中する。

読み取るポイント、注意を向ける箇所を説明したり、
マーカーで表したりする。

読み取らなければいけない
ポイントが分かり、グラフ
が読み取れる。


